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平成 19 年9 月に開催された東北学院大学東北産業経済研究所の公開シンポジウム「北上川舟運
を通してみる鉄道開通以前の物流体系」 に触発されて、 尾去沢鉱山からの銅の搬出経路を 「江戸
期尾去沢の銅の道」としてまとめ、 これを『東北産業経済研究所紀要』 (第28号、2009年2月)に
発表した(以下では、これを高橋(2009)と書き表すことにする)。






















































































































行されなかったので、 これらが明らかな外国貨幣(Spanish silver do11ar、 Mexican silver do1lar、
American tr de do1lar、日本銀貨等)が流入し、取引に使われたということである。


































万斤相当)、 面船に対して銀800貫日 (銅ほぼ70万斤相当) の割当であった。 同年の銅輸出は、
90,202ピコール(約5,400トン:唐船60,823ピコール、面船29,379ピコール)となり、江戸期の
銅の輸出のピー クをむかえた。銅の輸出が、 (棹銅の)御用銅定高を越えたのは、形違銅(板銅・
延銅・丁銅など) ゃ荒銅なども、 輸出用として直接に売り渡されたためと思われる。 幕末にはこ
の4分の1の産銅になるが、まさに元禄期は、 日本が世界一の産銅国であり、産銅量もピークを








































万斤に達し、 約6割 (57.3%) を占めるに至つたのである。
84
「江戸期尾去沢の銅の適」の時代背景







年) には、 泉屋が実質的な経営権を握り、 従来からの別子銅山と併せて経営することになったの
である(『住友別子鉱山史 上巻』、p.144-152)。享保元年の実績のl70万斤(別子100万斤、立

































































































































































































確保するために、 主要銅山に対して割当高が課せられたが、 享保7年(l72l年) には割当制も中







が、 御用銅価格と地売銅価格の大きな乖離もあって、 慣行的にこれを続けたのではないか、 と推
測されるのである。貨幣改鋳によって、錢相場が上がったので、銭鋳造のインセンティブが強く































































































小稿の冒頭に述べたよ う に、平成 19年9 月に開催された東北学院大学東北産業経済研究所の公
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